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　愛・地球博記念公園は、愛知県が管理する県営公園であり、
自然豊かな公園として多くの県民に親しまれてきた。2022年
にはジブリパークエリアが開園し、国内外から多くの来園者が
訪れている。本作品は、ハナモモの開花時期以外の利用が課題
であった「花の広場」を対象に、1年を通して花を楽しめる集
客力のある広場としてリニューアルしたものである。
　花の鑑賞以外の新たな利用者を呼び込むために整備した花の
遊び場では、彩り豊かな花々に加えて、花や生き物をモチーフ
とした多様な遊戯施設を設置した。これにより、愛・地球博の
理念である「自然の叡智」を継承し、身近な “花 ”を通して自
然に慣れ親しみ、自然に目を向けるきっかけが生まれる場とな
ることを目指した。また、子どもの心身の健全な成長につなが
るように、子ども達のコミュニケーションや集団遊びが発生し
やすい仕組みや五感に働きかける空間づくりを行った。

日本工営都市空間株式会社　
井上僚平・則竹登志恵・守田賢司・鵜飼麻子
樋口広汰（元職員）
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愛・地球博記念公園花の広場リニューアル
作品概要
作品名─── 愛・地球博記念公園花の広場リニューアル
所在地─── 愛知県長久手市茨木ケ廻間乙1533-1
発注──── 愛知県 尾張建築事務所
設計──── 日本工営都市空間株式会社
設計協力 ── 公益財団法人愛知県都市整備協会、株式会社日比谷アメニス
監理──── 愛知県尾張建設事務所
施工──── 中部土木株式会社、大島造園土木株式会社、株式会社中京スポーツ施設、

  植芝園株式会社、岩間造園株式会社
設計期間── 2021年7月～2023年3月
規模──── 1.2ha
主要施設── 各種遊具、休憩施設、花壇、サイン、園路　等

作品評
　愛・地球博記念公園は、愛地球博（2005年の国際博覧会）が開催された後に整備
された広大な公園である。愛地球博が終了した後、この公園は一般市民に開放され、
博覧会のテーマであった「環境保護」や「持続可能な未来」を象徴する場所となっている。
　「花の広場」は、ハナモモの開花期を除く1年のほとんどの時期において利用率が
低いため、ハナモモ林の利用促進に加えて子どもたちが楽しめる遊び場整備を行った。
視界や利用を妨げている高密度のハナモモ林を改善して来園者に開かれたシークエン
ス景観を形成し、通年利用できる花をモチーフにした「花の遊び場」を整備した。季節
や流行に合わせて花の植え替えを行い、何度来ても楽しめる場づくりを目指して花の配
色の考え方や植え替えの時期などを管理者と相談・共有を行って設計に反映している。
　作品は空間づくりを詳細に記述しているが、維持管理・運営についての論述にかけて
いる。永続性ある公園とするためには完成後の管理運営が重要である。花の維持管理
や花に関わる遊び、体験、学びのワークショップの開催等の利用を促進するための持
続的な運営の記述がなかったのは残念であった。

①花の広場リニューアル後全景　②ハナモモ林から花の休憩所への見通しの確保　③一緒に内緒話ができる花の伝声管
④花に空間にきれいな音が響く五感を刺激するような遊具の設置

奨 励 賞

作品評
　本作品は、一般的には閉ざされることが多い清掃工場の緩衝帯を、市民が自由に使える
広場空間として開放したもので、行政も含めて「新たな一歩」として評価したい。敷地中央
の芝生広場を囲むように配置された連続した築山が大きな特徴となっている。この築山は、
クリーンセンター本体工事で発生した残土を活用したもので、周囲からの侵入抑制という
機能も緩やかに担っている。その他にも様々な手法を用いた雨水流出抑制や、既存木の保
護・活用と郷土種の導入、循環型エネルギーの再利用、維持管理費の低減を目指した設
計提案など、グリーンインフラの視点が十分導入・活用されていることも、今日的な視点と
言え評価された。ただし、連続する築山に様々な機能や景観的特徴を持たせた点は大い
に評価されたものの、選考委員会では同一形状で大小が違う築山を並べた手法について
意見が集まり、ランドスケープ的な自由な表現への期待から奨励賞となった。

①クリーンセンターの前に広がるたちむにぃひろば　②敷地境界を緩やかに区切る築山群　③賑わいが生まれる既存樹木の木陰　④ワークショップ意見を反映した個性豊かな築山
⑤自然素材を活かした施設整備

パシフィックコンサルタンツ株式会社
渡邊翔太・小野崎研郞・平本 圭・近藤 真（当時）

立川市クリーンセンターたちむにぃひろば
作品概要
作品名─── 立川市クリーンセンターたちむにぃひろば
所在地─── 東京都立川市泉町2,002番地、昭島市もくせいの杜2丁目3番地
発注──── 東京都立川市
設計──── パシフィックコンサルタンツ株式会社
監理──── 東京都立川市、パシフィックコンサルタンツ株式会社
施工──── 吉川建設株式会社 東京支店
設計期間── 令和2年10月～令和5年2月
施工期間── 令和5年11月～令和6年8月
規模──── 約1.2ha
主要施設── 芝生広場（約4000m2）、舗装広場（約2000m2）、

外周部の多機能な築山、グリーンインフラ（芝側溝・レインガーデン等）、
インフラ供給施設（クリーンセンターからの再生エネルギー供給設備）

　たちむにぃひろばは立川市新清掃工場（クリーンセンター）
の緩衝緑地である。計画段階から掲げられた「市民に開かれ、
誰もが自由に利用できる緩衝緑地」となるよう公園のような
オープンスペースとして計画・設計した。
　本ひろばの特徴は個性的な築山群である。築山は遊びや眺
望、コンポストなど多様な機能を持ち、植栽や周辺景観と調
和する配置とした。また緩やかな侵入抑制機能を持ち、周辺
との一体性や解放感と夜間閉鎖の管理性を両立した。植栽は
郷土種や暮らしと密接な有用木を選定し、樹名板には人の営
みや地域との関わりに関する内容を記載することで環境教育
の機能も取り入れた。さらに芝側溝やレインガーデン等のグ
リーンインフラを積極的に導入し、循環型社会の仕組みを広
場内に体現した。


